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研究成果の概要（和文）：当初設定した「採鉱・製錬技術」「地域の社会経済との関係」「国家統制との関係」という
視点にもとづき、石油産業・佐渡鉱山そして日本窒素に関する個別研究を積み重ねた。特に佐渡鉱山については、基礎
的史資料の収集を踏まえた上で一昨年度まで刊行された年報等に毎年研究成果を活字化し、その過程で国際シンポジウ
ムでの報告も行った。石油産業についても複数の論文（刊行予定を含む）を執筆し、他に学会報告・講演等も行った。

研究成果の概要（英文）：I researched plural studies related to oil industry, Sado mine, and Nippon 
nitrogen fertilizer Co., based on the three points of view which are "mining and smelting technology," 
"relation with the social economy in each region of Japan," and "relation with Japanese statism 
(government control) ".
Especially for Sado mine, I have been published papers and conducted the research presentation of the 
results from the study at an international symposium, based on the collection of basic history of 
materials. In addition, regarding the oil industries, I published several papers including the 
publication scheduled, presented at several academic meetings and conferences, and gave a lecture to the 
other opportunity.

研究分野：日本経済史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年エネルギー産業と地域社会・国家との
関係のあり方が注目されている。第二次世界
大戦以前にエネルギー産業を中心に鉱山業
がさかんだったわが国では、この両者の関係
が互いの発展を促しあるいは歪めるという
複雑な経緯をたどった。戦前の両者の関係を
究明することで現在のあり方を相対化し、時
にその見直しを迫ることになると期待され
る。 
 筆者はこれまで石油産業を中心に研究し
てきた。そして、前回受けた科学研究費補助
金（若手研究 B）で、新潟県を事例に蚕糸業・
地方銀行の展開と地域経済の関係を石油産
業と比較検討した。以上の過程においてエネ
ルギー産業・鉱山業相互の比較を行う必要を
感じるに至り、本研究に着手することとなっ
た。 
 
２．研究の目的 
 当時の主要なエネルギー産業の石油産業
と石炭産業は鉱山業の性格を有したため、こ
れを佐渡鉱山と比較検討することでより説
得力の高い結論が得られると期待された。ま
た、そうした鉱山業としての共通性あるいは
その中での相違点は、何よりも技術的特性に
規定されると考えられるため、採鉱・製錬技
術の展開の検討も重要と考えられる。以上の
問題意識にもとづき、研究の全体構想を、近
代日本の社会経済においてエネルギー産
業・鉱山業の展開が果たした役割・意義を検
討することとする。本研究ではその第一次的
接近として、近代の石油産業・石炭産業・佐
渡鉱山について、採鉱・製錬技術、地域の社
会経済との関係、国家統制との関係というテ
ーマに即した実証研究を行うことを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
 平成 24 年度には佐渡鉱山関係を中心に、
三菱史料館・佐渡市・旧帝国大学採鉱冶金学
科・応用化学科等の図書館・愛知大学研究
室・ホクギン経済研究所などの資料所蔵先へ
の訪問を繰り返す等によって基礎的文献・史
資料の収集に力を注ぎ、その収集状況をもと
に、ただちに分析が可能なテーマあるいは研
究課題と、引き続き資料収集等の下準備が必
要なものとに分けて研究を進めることとし
た。すなわち、進捗状況の良好な研究にまず
力を注ぎ、そこで成果を挙げることを優先し、
しかる後に遅れている研究に集中的に取り
組むという方針で研究を進めることとした。 
 
４．研究成果 
 研究成果を各年度別に分け、当該年度の研
究の過程と併せて述べると、以下の通りであ
る。 
 平成 24 年度においては、研究史的に全く
遅れている佐渡鉱山史に関する史資料の収
集に努めた。具体的には、（1）三菱史料館所

蔵にかかる佐渡鉱山『年報』各年、（2）旧帝
国大学を中心とした採鉱冶金学科・応用化学
科等の学生が行った鉱山実習報告（報文）、
（3）金銀の選鉱・製錬に関する技術書・文
献等を収集し、その熟読や分析を行った。そ
うした作業をもとに、まず明治期の佐渡鉱山
の製錬部門に関する技術導入の経緯・内容・
意義と限界等に関する論文「明治期佐渡鉱山
の製錬部門における技術導入」を執筆して当
時の所属先紀要に投稿し、掲載された。次に、
佐渡鉱山史の基本史料の一つと言える『佐渡
鉱山史』の復刻に際しての解題である「【解
題】『佐渡鉱山史』第二十回・第二十一回」、
及び昭和期の選鉱・製錬部門における画期的
技術である浮遊選鉱法の導入と展開に関す
る論文「浮遊選鉱法の考察」を執筆し、両者
は『受託研究「佐渡金銀山の歴史的価値に関
する研究」2012 年度調査報告書』に掲載され
た。また上記（2）の資料の収集後、その分
析を進める過程で中間報告を兼ねて、2012 年
10 月に行われた世界遺産国際シンポジウム
「歴史資料から見る佐渡金銀山」において、
「実習報告から見た佐渡鉱山の技術」と題し
た報告（招待講演）を行った。 
 平成 25 年度においては、第一に石油産業
史研究について、「採鉱・製錬（精製）技術」
の視点から、明治～大正期にかけての潤滑油
（当時の名称は機械油）の生産を中心に事業
を行い、その分野で一定の競争力を有した個
人精製業者の活動に注目し、その中で後年の
大協石油の前身となった石崎製油所の事例
に即して論文「明治期石油精製業者の製造・
販売活動と原油調達」を執筆した。同論文は
この年度からの所属先の紀要に掲載された。
第二に、佐渡鉱山史研究について、前年度に
引き続き『佐渡鉱山史』の復刻に際しての解
題に取り組み、「【解題】『佐渡鉱山史』第二
十二～二十四回」及び「【解題】『佐渡鉱山史』
第十三～二十四回」を執筆し、同資料の近代
全体に関する見取り図を得た。また、佐渡を
中心に三菱が蓄積した金銀の採鉱・製錬技術
の、植民地朝鮮への移植について、当該期朝
鮮の産金業及び産金政策の展開と併せて検
討し、「植民地期朝鮮における産金業・産金
政策と三菱の事業展開」を執筆した。これら
は全て『受託研究「近代の佐渡金銀山の歴史
的価値に関する研究」2013 年度調査報告書』
に掲載された。 
 平成 26 年度においては、第一に石油産業
史研究について、国家統制との関係の視点か
ら、石油産業における独占体制が 1934 年石
油業法の公布・施行後、その後ろ盾をもとに
油種別カルテル団体ができたことで初めて
成立できたことを解明すべく、論文「戦間期
の石油産業の変化と「独占の成立」」を執筆
した。本論文については、平成 24 年度から
1920 年代～30 年代における『中外商業新報』
のマイクロフィルムを収集・閲覧し、当該期
の石油産業あるいは石油市場の動向に関す
る資料収集を進めることを通じて準備して



きたが、本年度において『中外』に加え経済
雑誌の記事の収集が必要であると考えるに
至り、当該期の『東洋経済新報』『ダイヤモ
ンド』の記事の収集・分析を行うことで、執
筆にこぎ着けたものである。同論文は 2016
年度中に『資本主義経済の歴史（仮）』（日本
経済評論社）の第 7章として刊行される予定
である。また同じく石油産業史研究において、
「採鉱・製錬（精製）技術」の視点から、個
人精製業者石崎家・新津家・早山家の事業分
析を機械油の生産技術の分析と併せて、「明
治～大正中期日本石油産業における第三の
タイプ」として社会経済史学会全国大会で報
告した。第二に佐渡鉱山史研究について、こ
れまで積み重ねてきた斯業に関する「採鉱・
製錬技術」の視点から通観すべく、論文「近
代佐渡鉱山史」を執筆した。また、その際の
基本資料となる、旧帝国大学等の採鉱冶金・
応用化学科等の学生が残した実習報告（報
文）の所蔵状況等の調査結果を、「佐渡鉱山
学生実習報告（報文）及び目録等の文献リス
ト」としてまとめた。この 2つはともに、『受
託研究「近代の佐渡金銀山の歴史的価値に関
する研究」2014 年度調査報告書』に掲載され
た。第三に当初の計画にはなかった研究では
あるが、やはり「採鉱・製錬技術」の視点か
ら、植民地期朝鮮における日本窒素肥料の人
造石油事業について、同社の朝鮮北部におけ
る事業展開及び敗戦後の事情と併せて、「植
民地企業城下町の構築と変容」「朝鮮北部工
場群の継承と従業員の「脱出」「引揚」」とい
う 2本の論文を執筆した。同論文は 2017 年 3
月に白木沢旭児編『帝国と地域社会』（北海
道大学出版会）の第 10・11 章として刊行さ
れる予定である。 
 平成 27 年度においては、まず前年度に執
筆した論文「戦間期の石油産業の変化と「独
占の成立」」「植民地企業城下町の構築と変
容」「朝鮮北部工場群の継承と従業員の「脱
出」「引揚」」の修正・改訂に努めた。次に石
油産業史研究において、宝田石油の成立
（1893 年）から日本石油との合併による消滅
（1921 年）に至る生涯を通観し、「宝田石油
の 30 年」という題目で講演を行った。また、
本年度中における成果の発表には至らなか
ったが、戦間期の日本石油・宝田石油・旭石
油の事業に関する資料の収集と分析を行っ
た。それをもとに当該期の後 2社について論
文を執筆し 2016 年度中に所属先紀要に投稿
する予定であり、さらにそれを踏まえて次年
度には日本石油産業史に関する単著の執筆
を予定している。また本研究期間中の研究を
もとに、2016 年 7月には新潟市文化スポーツ
部歴史文化課主催のシンポジウム「フォーラ
ム新潟の石油文化遺産を探る」（万代市民会
館）において「近代日本石油産業史における
新津油田・中野家事業・金津油田」という題
目で基調講演を行う予定であり、10 月には政
治経済学・経済史学会秋季学術大会（立教大
学）のパネル・ディスカッション「近代佐渡

鉱山史研究」において「明治期～昭和戦前期
における佐渡鉱山の技術」という題目で報告
を予定している。 
 研究成果は以上の通りであるが、産業とし
ては石油産業と佐渡鉱山について、テーマと
しては採鉱・製錬技術、国家統制との関係に
ついては、当初の予定通り研究が進捗したと
言える。また、日本窒素肥料の人造石油を中
心とした朝鮮での事業展開という、当初の予
定にはなかった研究も行うことで、石油産業
及び採鉱・製錬技術の研究を深めることがで
きた。一方、産業としては石炭産業について、
テーマとしては地域社会との関係について
の研究が思うように進まず、その結果、当初
目指していた、複数のエネルギー産業・鉱山
業間の比較分析を行うという目標が達成さ
れなかったことが、反省点として挙げられる。 
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